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通 信 わ た ぼ う し 
2019年  ６月号 

〒１７４－８５０２   東京都板橋区小豆沢」１－６－８  小豆沢(あずさわ)病院  ☎０３－３９６８－７９９３(直通)  

実習経験がなくても、今学んでいる事を現場での実践と照
らしてみよう！ 

（土日・祝日を除く） 

学生の予定に合わせて、スケジュールの調整可能。 

地域医療やチーム医療を体感！ 

あなただけのオーダーメイド実習！ 

 看護学校で学んだ実技を、実践のケアを交えて復習できた！ 

 回復期リハビリテーション病棟では、在宅生活を見据えた退院調整を
しっかり学べた！ 

 患者さん、ご家族の想いを受け止める訪問看護の大切さをみれた！ 
 患者さまとスタッフの温かい関係から、“寄り添う看護”がみれた！ 

 スタッフ同士も優しく、子育て中の看護師も多く、働きやすい職場がみ
れた！ 

感想 

TEL：０３‐３９６８‐７９９３（看護学生室直通） 
E‐mail：k a n g a k u s e i ＠ k e n b u n . o r . j p  
URL：https://kenbun-medrecruitments.jp/nurse-egg/ 

お問合せ先 
〒174‐8502 東京都板橋区小豆沢1－6－8 

        小豆沢病院 看護学生室 

を選ぼう！ 

①8/7（水）-8/8（木） 

②8/２１（水）-8/２２（木） 

③8/27（火）-8/28（水） 

④9/11（水）-9/12（水） 

⑤9/18（水）-9/19（水） 

インターンシップ枠 
定員達したため予約不可 

→予約枠残りわずか 

空きあり 
おすすめ予約枠 

体験職場 



全てのお申込、お問合せは小豆沢病院学生室（横島・辻）まで 

直通TEL：03-3968-7993  E-mail：kangakusei@kenbun.or.jp 
携帯TEL：090-2406-4771 

小豆沢病院学生室は看護学生の夢を応援する事で、将来一人でも多くの看護師が
誕生する事を願っています。そのために看護体験や土曜講座など様々な企画を行い、
通信を通して参加を呼びかけています。また、それ以外にこちらから病院及び関連施
設におけるボランティアのご協力をお願いする事もあります。皆さんの個人情報はそ
れらの為に活用しています。 

お申し出があった時には通信の停止、名簿からの削除を速やかに行います。 

＜応募資格＞ 

・看護師・保健師養成機関在学者また
は入学決定者。 

・養成機関卒業後当院に就職する意志
があり、奨学生活動に参加できる者。 

＜給付金額＞ 

月額／５万円 返済なし 

東京都、日本学生支援機構など併用可 

説明会随時開催中 
事前にお問い合わせください 

小豆沢病院の奨学生制度はお金だけの関係ではなく、毎
月奨学金を受けている学生が同じ日に集まり学校での悩
みや今やっていることなどを報告したり、医療の情勢を
学んだりしています。奨学生になる時期や学校はバラバ
ラですが将来同じ病院で働く仲間として学生時代からの
関わりを大切にしています。 

５月下旬、東京民医連の看護奨学生が集うＬＬＬ
(スリーエル：Let’s Learn Of Life)に参加
してきました。 
テーマは「身近に感じよう、災害を～Let’s 
think! What can we do?～」でした♪ 109名
の看護学生が参加！ 
半日の学習交流でたくさんの事を学ぶことができ
ました。 

震災直後は情報が入ってこず、夜になって、被災

の情報が入ってきても信じられず、翌日映像を見

て状況を実感したと話されていました。 

地域では人口減少が続き、孤立や貧困、格差拡大

が一挙に押し寄せていることなど、解決されてい

ない問題があることがわかりました。 

そのようななか、私たちに何ができるのか、災害

時はケアが一番大切なこと、ケアをしながら話す

ことで精神的ケアにつながることを知りました。 

グループワークでは、自分たちに何ができるのか、看護師として何ができるのかを考えま

した。「子どもたちと遊ぶ」「話を聴く」「募金をする」など様々な意見が聞かれました。 


